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T. SHINAGAWA : Aster ageratoides subsp tubulosus Newly Found in 
Isl. Madara, Saga Pref. 












また小島IC. 230m の山と， 高い自の丘があるため， 地形はかなり険しく， 山の内斜面の中
腹下がやや拓かれ， 半農半漁の島民が貧しい生活を営んでいる。無論チヨクザ、キヨメナは
附近の民家で見ることはできない。自生状態のチヨクザキヨメナは， 乙の山腹の疎林から
路傍l乙亘って， アレノノギク， ノコンギク・ハマベノギクなどとともに， 群生または散生
している。
他方九州北西部 1 帯に散在する大小多数の島々のうち， 馬渡を含む 2-3 の島 を除け
ば， 他は悉く長崎県に属しているが， その何れの島にもこのような分布例は知られていな
い（外山：長崎県積物誌， その他）。以上のことを綜合して 考 えると， 本種がキク科横物
であることを考慮に入れても， なほこれを逸出とする理由は極めて薄弱である。再調査を




In December 1962, the author found Aster ageratoides subsp. tubulosus growing 
spontaneously in abundance at Isl. Madara, Saga Pref., Kyushu. This plant is 
sometimes cultivated as an ornamental plant in Japan, but its wild habitat had been 
unknown to us. Based on his observat10n at the habitat, these plants of Isl. Madara 
app回r not to be the escaped ones from the garden. 
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